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「地の拠点としての大学へ」 
地域連携担当理事  法橋 誠 

今年の４月１日に国立大学法人鳥取大学理事（地域連携担当）に就任いたしました。よろしくお願い申し上げます。 

３月末までは３７年間近く鳥取県庁で地方行政に携わっていました。税、交通、観光、企業誘致、保健、広報・公聴、

財政、文化、行政監察、防災、環境等と我ながら結構幅広い分野を経験して来ましたが、その間鳥取大学の先生方には

随分とお世話になりました。ありがとうございました。 

さて、大学の中に入ってまず吃驚したのは人材の層の分厚さと充実した高度な施設・設備です。750人を超える研究

者集団から創造される膨大な研究シーズや乾燥地研究センター、菌類きのこ遺伝資源研究センター、染色体工学センタ

ー等世界に冠たる研究施設群については、就任後３ヶ月近く経過した今日に至っても新たな発見が尽きません。鳥取大

学についての県庁時代の認識がまさに氷山の一角（悪意味ではありません）を眺めていたに過ぎなかったわけで不明を

恥じるばかりですが、これは私だけに限られたことではないようにも思います。本紙前号の巻頭言において菅原機構長

が、大学に対する地域社会の正しい認識を促進するために相互の努力が必要である趣旨の指摘をされていますが、その

とおりだと思います。 

鳥取大学は法人化前から地元産業界との交流推進と相互理解を目的とした鳥取大学振興協力会が設立され、自治体と

定期的に連絡協議会を開催するなど早くから地域社会との連携を図ってきていますが、地域社会で活用されるべき大量

の資源はまだまだ埋蔵されているのではないでしょうか。私たちの地域社会は世界に先駆けて人口減少や少子高齢化を

経験し、深刻な産業空洞化に見舞われています。地域と大学が相互に活用しあい、教育、研究、社会貢献の諸活動が有

機的・発展的に循環する「地域における知の拠点」として機能する大学を目指すときだと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥取大学産学・地域連携推進たより 
２０１３ 夏号 

巻頭言 

未来への旅立ち 

あなたは米子水鳥公園のコハクチョウを見て、何を考えますか。地域の環境や防災・交通のことでしょうか？ 

それとも観光や文化・広報のことでしょうか？ これらは、新しく着任された法橋 誠理事にご相談下さい。 

（絵・文：中村宗和名誉教授） 
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①研究推進に関する事業報告 

1.異分野融合研究の支援事業 【4月 1日(月)】 

産学・地域連携推進機構では、平成 22年度から異分野融合研究の育成支援事業をスタートしています。この異分野融合研究は将来の大

型プロジェクト研究や大型共同研究に繋がる実践的な応用研究分野において支援しており、学部を横断した異分野研究者がタッグを組み、

多角的な視点のもと研究開発を行っています。平成 24 年度からは異分野融合研究の中に重点研究枠を設け、「未利用資源の高機能化研

究開発」を推進しています。この重点研究は、地域にある未利用の水産資源、農林資源等の探索・発掘を行い、従来にない付加価値を有す

る高機能製品の研究開発を行うこと、さらに最終的にはその成果を地域に還元することを目標としています。平成25年度には重点研究 4件

（継続 3 件含む）、一般研究 5 件（継続 3 件含む）、及び育成研究 2 件を採択し、異分野融合型の研究開発を推進しています。ここで、重点・

一般研究は 400万円程度（2年間）、育成研究は 100万円程度（1年間）の支援となっています。 

 

2.産業科学特別講義【4月 9日(火)～ 開催：工学部第 21講義室】 

 産学・地域連携推進機構では、全ての研究科の大学院生、及び一般の方を対象に、産業科学特別講義をオムニバス形式で開講して

います。講師陣は、産学・地域連携推進機構の専任教員、コーディネーターのほかに、

産業界や産学官連携などで活躍されている方を客員教授として迎え、研究・技術開発や

知的財産権、環境問題、健康、科学政策など広範な現代的課題について、多様な観点か

ら計 15 回の講義を行います。工学研究科に加え、今年度から農学研究科でも２単位の

単位が認められるようになったため、受講生は 175名となっています。第１回目は客員

教授の冨田憲史弁理士（青山特許事務所）が「iPS 細胞と知的財産」と題し、iPS 細胞

についての解説と iPS細胞関連特許出願の競争等についての講義がありました。 

 

3.A-STEP説明会 【4月 24日(水) 開催：鳥取大学】 

JST 担当者 2 名にお越し頂き、JST から公募開始された A-STEP【FS ステージ】の説明会が鳥取会場、米子会場（WEB 中継）で開催され

ました。ここで、A-STEP【FS ステージ】探索タイプは企業と連携する前の技術移転の可能性がある研究を広く支援するステージに位置し、さ

らに大学等のコーディネータと研究者が共同して申請するという観点から、大学の産学連携関係者にとって、各大学の実用化研究を推進す

る上での一助となっています。ちなみに本学の平成 24年度採択実績は 20件であり、全採択機関の 140機関の中でも 9位という高い採択実

績を得ています。本説明会では本学からは 22名、外部機関からは5名の参加者があり、さらに説明会終了後に各地区4件の個別相談を行

いました。この個別相談は、とくに参加者の満足度は高く、採択に向けた申請書のブラッシュアップを中心として実施されました。 

 

4.はりま産学交流会 5月創造例会 【5月 17日(水) 開催：姫路商工会議所】 

今回から発表者を６大学 1名から３大学２名とし、発表時間も 20分から 40分に延長したことで中身の濃い発表ができるようにな

りました。本学からは農学部獣医学科の岡本芳晴教授（写真

左）より「動物を用いた新商品開発と今後の展開」と題した

発表があり、サプリメントや生体材料の開発における動物実

験の必要性に関する分かりやすい説明がありました。また、

医学部社会医学講座の大西一成助教（写真右）は「大気浮遊

粒子状物質（黄砂・汚染物質・PM2.5成分）の簡易判別装置

の創出」で、黄砂・大気汚染物質の健康影響とその成分の特定は非常に困難となっている一方で、大気浮遊粒子状物質の判別は予防

行動を取る大事な指標となることを説明しました。企業の参加者は約 50名で、発表テーマが健康に関するものが多かったため、最

後まで熱心に聴取していました。 
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②地域貢献・生涯学習に関する事業報告 

1.とっとり駅南教室開講 【4月 6日(土) 開催：鳥取市立中央図書館】 

 鳥取市立中央図書館で、とっとり駅南教室を開催しました。第 1回目は、講師に野村證券

米子支店鳥取営業所ファイナンシャルアドバイザーの阿部耕太郎氏を迎えて「マクロ経済・

世界の投資環境」と題して開催しました。この鳥取大学・野村証券連携講座は、4 月 6 日か

ら 6月 15日の間に全 3回開催し、7月以降は本学講師による講演を開催します。 

 

 

2.平成 25年度第 1回産学・地域連携推進室連絡会及び西部連絡会 

          【4月 9日(火) 開催：産学・地域連携推進機構、4月 18日(木) 開催：医学部総合教育棟】 

 県内機関の産学金官連携を深めるため、平成 17年 1月より毎月 1回第 2火曜日に開催しています。今年度第 1回目の連絡会では

各機関と本学からの報告の後、本学地域貢献・生涯学習部門の清水克彦副部門長が、産学・地域連携推進機構の歩みとその役割、組

織体制及び事業内容について説明し、参加者へ協力要請を行いました。 

 また、西部では、二か月に 1回程度第 3木曜日に医学部で開催しています。各機関の最新の情報や意見交換、そして地元企業によ

り特徴ある技術や取組等を紹介していただくなど、参加機関の業務のお役に立てる連絡会になるよう心掛けています。今年度第 1回

目の連絡会では、(株)ワイエスエンジニアリングの杉谷正一郎代表取締役にご出席いただきました。同社のものづくりに関する説明

に対し、参加者は熱心に耳を傾けていました。 

 

3.鳥取銀行寄附講座「マーケティング論」開講 【4月 12日(金) 開催：鳥取大学共通教育棟】 

株式会社鳥取銀行による寄附講座「マーケティング論」が開講いたしました。今年で 7回目となります。 

本講座では、講師に岡山理科大学山口教授をお招きし、企業におけるマーケティングを如何に発想するかを論理的に考え、また、

様々な角度からマーケティングを捉えることを目的としています。講義内容は学生の就職を見据えたものとなっており、今年度は 78

名の受講生が熱心に受講しています。講座後半には、各分野の第一線で活躍されているスペシャリストを特別講師として招き、マー

ケティングの核心に迫ります。 

 

4.サイエンス・アカデミー「今、世界の環境・農業は」開講  【4月 13日(土) 開催 ：鳥取県立図書館】                                    

 今年度第 1 回目のサイエンス・アカデミーを開催しました。4 月～5 月のテーマは、乾

燥地研究センターの教員が気候変動や乾燥地での農業などいくつかの視点から行ってい

る研究内容に関するものです。今回は篠田雅人教授が「地球の気候はどのように変化して

きたか」と題して講演を行いました。講演では人類登場以降の地球史を振り返りながら、

18世紀半ば以降、工業化などの人間活動により、気候がいかに大きく温暖化してきたかに

ついて説明がありました。また、最近話題となっている東アジア乾燥地からの黄砂の飛来

増加についての説明もあり、多くの聴講者から質問がありました。 

 

5.くらしの経済・法律講座開講 【4月 15日(月) 開催：鳥取大学共通教育棟】 

悪質商法の手口や消費者を守る法律、民法から労働法までくらしに役立つ法律、環境問題、投資やお金の話など、各分野の専門家

がわかりやすく説明する「くらしの経済・法律講座」が 4月から 7月まで計 15講座開設されます。この講座は、県消費生活センタ

ーとの連携講座で、第１回目は「消費者生活トラブルの現状と注意点」というテーマで、NPO法人コンシューマーズサポート鳥取の



4 
 

佐竹三穂里氏を講師として開催し、一般 33名、学生 159名の参加がありました。 

 

6.災害時の避難ルート検討ワークショップ（琴浦町） 【4月 23日(火) 開催：琴浦町内】 

本学と琴浦町の「津波対策共同研究」は平成 23、24 年の２年間実施されていました

が、その集大成として 4月 23日(火)、工学部松原研究室のスタッフ及び学生 6名が、

琴浦町の地元住民と共に災害時の避難ルート検討ワークショップを行いました。公民館

から一時避難所までの避難ルートとして地元住民が考えた３ルートを、各班ごとに分か

れて歩き、地震、津波、台風、大雨、土砂崩れなど災害発生時に避難するときのことを

想像しながら、その安全性等について点検を行いました。気が付いた点は地図上に記録

し、公民館に戻ってから各班ごとに発表を行い、互いの意見を交換しました。 

 

7.とっとり産業フェスティバル 2013実行委員会 【4月 30日(火) 開催：鳥取県庁】 

平成 25年度のとっとり産業フェスティバル（９月６日、７日開催）に向け、4月 30日(火)に今年度第 1回目の実行委員会（参加

者：30名）を開催しました。フェスティバルのテーマや目的、また基調講演の講師選定などについて議論が行われました。今後は、

各分野のリーダーのもとで、検討を重ねながら準備を進めていきます。 

 

8.平成 25年度第 1回とっとり防災・危機管理研究会 【5月 7日(火) 開催：鳥取大学広報センター】 

 平成 25 年度第 1 回目の研究会を開催しました。関係機関から 43 名が出席し、平成 24

年度事業や消火剤の共同研究、中国での鳥インフルエンザの対応などの報告の後、平成 25

年度事業計画について協議を行いました。平成 25 年度はこれまで以上に関係機関との連

携を強化することや、防災士養成等地域での活動を推進することが話し合われました。 

 また、今年は鳥取大地震から 70 年目ということもあり鳥取県からとっとり防災フェス

タ等関連事業への協力依頼がありました。 

 

 

9.第 10回文化芸術の夕べ 【5月 13日(月) 開催：鳥取大学地域学部棟】 

 鳥取大学と鳥取県及び地域の文化活動に熱心に取り組んでいる機関が連携を促進することを目的として、「文化芸術の夕べ」（主

催：地域学部附属芸術文化センター）が開催されました。鳥取県文化観光局長外、35名の参加者があり、産学・地域連携推進機構（地

域貢献・生涯学習部門）からは 5名が参加しました。意見交換会では、各機関の活動紹介があり、アートプラザに場所を移しての交

流会では、和やかな雰囲気の中、活発な情報交換を行いました。 

 

10.鳥取県内四市と鳥取大学との連絡協議会 【5月 14日(火) 開催：鳥取市役所】 

 本学の地域貢献や産学官連携等について、県内四市との一層の連携強化を図ることを目 

的とする「鳥取県内四市と鳥取大学との連絡協議会」を鳥取市役所において開催しました。 

 今回で 9回目となる同協議会には各市の市長、幹部職員、本学学長、理事、副学長等４ 

２名が出席し、産業振興、地域医療・保健対策への協力等について積極的な意見交換が行 

われました。 
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11.ものづくり協力会議総会 【5月 17日(金) 開催：米子市児童文化会館】 

 総会には、役員と会員 48名が参加しました。本学の豐島学長、米子市教育長 北尾 慶 

治氏の挨拶の後、本協力会の会長である地域学部の土井康作教授から平成 24年度の事業 

報告、事業外部評価、収支決算についての報告と平成 25年度の事業計画案と予算案の説 

明があり、全会一致で承認されました。 

 また、各地区のものづくりカフェの活動実践報告も行われました。 

 

 

 

12.平成 25年度大山町と鳥取大学の連携推進のための意見交換会  

【5月 23日(木) 開催：鳥取大学広報センターほか】 

 大山町から 8名の幹部職員が来学し、大学側からは 12名が参加して意見交換会が

開催されました。意見交換会では、平成 25年度連携事業の計画と進捗状況や大山町

の課題等について活発な意見交換がなされました。今後、鳥取大学と大山町は工学部

附属地域安全工学センターを軸に過疎化や少子・高齢化、防災対策等について連携を

深めていくことを確認しました。 

 また、意見交換会終了後は農学部附属動物医療センターを竹内崇センター長の案内

で見学しました。 

 

13.鳥取大地震 70年とっとり防災フェスタ 2013第 1回実行委員会 【5月 28日(火) 開催：鳥取県庁】 

 第 1回実行委員会が開催され、各機関の代表者が出席し今年度のフェスタについて協議が行われました。今年度のフェスタは「鳥

取大地震 70年とっとり防災フェスタ 2013」と銘打ち、9月 8日（土）、9月 10日（月）に開催すること、主に地震に関連する展示や

訓練を行うことが決定されました。 

 本学も、とっとり防災・危機管理研究会でブースを出展し協力します。 

 

14.平成 25年度第 1回南部町・鳥取大学連携事業連絡会 【5月 29日(水) 開催：南部町役場】 

平成 25年度の連携事業の促進を図るため、第 1回目となる南部町・鳥取大学連携事業

連絡会を、南部町役場法勝寺庁舎で開催しました。鳥取大学からは法橋理事外５名が、

南部町からは陶山副町長をはじめ幹部職員等 13名の出席がありました。 

平成 25年度連携事業計画の確認や、全課共通のテーマ「人口減少社会に挑戦、子育て

世代の定住対策」を設けて意見交換を行いました。次回は 10 月頃に開催し、連携事業

の進捗状況や来年度以降の新たな事業について協議する予定です。 

 

15.本学農学部と鳥取県農林水産部との意見交換会 【5月 30日(木) 開催：鳥取県庁】 

 鳥取県農林水産部と本学農学部が互いの連携を図ることを目的に意見交換会を開催しました。鳥取県からは西山農林水産部長をは

じめ各局、課、研究所長等 17名、本学からは田村学部長、理事、副学部長ら 19名が参加しました。今年度の主な取組みについての

報告、相互の連携が必要な課題と県からの依頼事項に関する協議、情報提供がなされ、一層の連携強化を確認しました。 
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16.鳥取県と鳥取大学との連絡協議会 【6月 4日(火) 開催：とりぎん文化会館】 

 鳥取県から平井知事外各部長等の幹部職員、鳥取大学から豐島学長、各理事・副学長

外が出席し、平成 25年度の連絡協議会が開催されました。 

 この協議会は、県と大学の連携強化を図るため年 1回程度開催しているものです。今

回は、地域医療体制の推進、中山間振興等地域課題への対応、人材の育成外の 4つのテ

ーマについて意見交換が行われました。中でも地域医療機関の医師・看護師の確保や医

学部附属病院におけるドクターヘリ・ドクターカーの取組について活発な議論が行われ

ました。 

鳥取大学と鳥取県は地域の発展のために、今後もさらに連携を深め協働していくことを確認しました。 

 

17.公開講座開講 【6月 8日(土) 開催：鳥取大学広報センター】 

平成 25 年度公開講座「知の最前線～地域の絆を考える～」が開講しました。各学部

の研究の中で、「地域」や「つながり」に関連した 6 テーマを２回に分けて講義を行い

ます。初日には、37名の参加がありました。受講生は熱心に聞き入り、講義後の講師へ

の質問では関心の高さがうかがえました。今後、7月には米子キャンパスで、8～9月に

は倉吉市内で開催します。 

 

 

18.米子ものづくり道場「第８回指導者養成講座」 

【6月 9日(日)、16日(日)、23日(日) 開催：米子市児童文化センター】 

 今年度初めての指導者養成講座を開講しました。今回は、子どもたちへの指導の基本を学

ぶ「基礎・指導法」に加え、ものづくり教室を開催するためのより実践的な内容を学ぶ「イ

ベントの企画と安全な運営」の講座を行いました。また実技講座3講座も木工、コピーアー

ト、エコクラフトとバラエティに富んだ講座が行われ、受講生は8月4日（日）「伯耆・夏の

手づくりまつり」で実地演習として子どもたちに指導する予定です。 

 

 

19.平成 25年度第 1回鳥取大学・日南町ワーキンググループ会議 

【6月 11日(火) 開催：鳥取大学広報センター】 

 鳥取大学と日南町の連携も 8年目を迎えました。6月 11日（火）に広報センターを会

場に、今年度第 1回目となるワーキンググループ会議を医学部と TV会議システムで中

継し開催しました。法橋理事、増原町長をはじめ、19名の出席をいただき、今年度、地

域貢献支援事業及び大学開放事業で採択いただいた 9事業と、過疎プロジェクトなどの

連携事業計画の確認を行いました。また、「Ｊ－ＶＥＲクレジット」や「日南を売るプ

ロジェクト」など、日南町からの話題提供と「不在村地主問題」などについて意見交換

を行いました。 

次回は 11月頃に日南町を会場に開催し、連携事業の進捗状況や課題などについて協議する予定です。 
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20.第 17回因幡の手づくりまつり 【6月 16日(日) 開催：鳥取市遷喬小学校ほか】 

 17 年目を迎えた因幡の手づくりまつりは、鳥取市の遷喬小学校ほかで、商店街関係者、

職人、大学生、ものづくり道場カフェメンバーら約 300人のスタッフが、53ブースを出展

し、1,300 人の子ども達や保護者を迎えました。当日は好天にもめぐまれ、地域と連携す

ることで盛況な手づくりまつりとなりました。出展ブースは、万華鏡、和菓子、和紙、手

づくり笛など伝統的なものづくりから電子工作の科学・技術的なものづくりまで幅広いブ

ースで、子ども達は、多彩な講師陣から工夫の凝らされた質の高いものづくりを学びまし

た。 

 

③知的財産管理運用に関する事業 

1.BIO Tech 2013 アカデミックフォーラム 【5月 8日（水）～10日（金） 開催: 東京ビックサイト】 

アジア地域最大のバイオ技術系展示会内で開催されたアカデミックフォーラムにお

いて、特許出願技術を中心に、大学院工学研究科 松浦和則教授、医学部 三浦典正准教

授、大学院医学系研究科 白吉安昭准教授の 3 名の研究者が、それぞれ口頭発表及びポ

スター展示を行いました。口頭発表では、計 100名を超える聴衆者が集まり、活発な質

疑応答がされるなど大変盛況でした。今後、本発表に関する本学研究成果の実用化に向

けた企業との連携が期待されます。 

 

 

 

 

 

○鳥取大学サイエンス・アカデミー【日時：第 2､4土曜日 10:30～12:00 会場：鳥取県立図書館】 

（10月、11月はサイエンス・アカデミー in Yonagoとして、医学部、鳥取県西部総合事務所を会場に開催する 

予定です。） 

 

○とっとり駅南教室【日時：第 1土曜日 13:30～15:00 会場：鳥取市立中央図書館】 

※8月 3日（土）のみ、開催時間が他の日と異なります。 

月 日 テーマ 学部等・講師 

7月13日（土） 薬剤師が支えるがん薬物治療 医学部 麻薬管理主任 大谷 豊司 

7月27日（土） もっと知ってもらいたい乳がんについて 医学部 准教授 石黒 清介 

8月24日（土） ここが知りたい皮膚のがん 医学部 教授 山元 修 

9月14日（土） “肝細胞がん”を早く見つけるには？ 医学部附属病院 第二内科 講師 岡野 淳一 

9月28日（土） 膵臓の働きと膵がんについて 医学部附属病院 助教 坂本 照尚 

月 日 講  話 学部等・講師 

7月 6日（土） 言語学と数学・論理学： 言語への数理

的なアプローチ 

教育センター 准教授 小林 昌博 

8月 3日（土）

10:30～12:00 

演劇とまちづくり〜世界の劇場から 地域学部 准教授 五島 朋子 

9月 7日（土） 即応型宇宙システム～便利な宇宙を目

指して～ 

工学研究科 助教 三浦 政司  

10月 5日（土） （仮）誰が芸術を作るのか？～芸術生

産の社会学～ 

地域学部 講師 小泉 元宏 

平成 25年７～９月の催し物 
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○とっとり産業フェスティバル 2013＆鳥取環境ビジネス交流会 2013 

鳥取県下の大学等の研究成果や、県内企業の製品・技術を広く紹介し、産学官連携の促進及び販路拡大を図り、県内

産業の活性化を促進することを目的として次のとおり開催いたします。ぜひご来場ください。 

テーマ：とっとりの知恵と技術をむすんで、未来をひらく 

開催日：2013年 9月 6日（金）、7日（土） 

場 所：コカ・コーラウエストスポーツパーク 鳥取県民体育館（鳥取市布勢 146-1） 

主  催：とっとり産業フェスティバル 2013実行委員会 
 

スケジュール（時間・内容は変更することがあります。） 

【１日目】 【２日目】 

＜式典の部＞（サブアリーナ） 

 ○主催者挨拶            （10:00～10:15） 

 ○基調講演             （10:15～11:30） 

＜研究発表・展示の部＞（メインアリーナ） 

 ○産学官マッチングプレゼン     （11:30～12:30） 

 ○ＴＮＳ合同発表会         （12:30～14:00） 

 ○山陰発シーズ発表会        （14:00～17:00） 

 ○環境学術研究振興事業成果提示  （10:00～17:00） 

 ○企業展示会・研究発表          〃 

 ○商談会・相談会         （10:30～17:00） 

＜同時開催＞（メインアリーナ・玄関前広場） 

 ○ご当地グルメコーナー       （10:00～17:00） 

＜交流会の部＞（パレットとっとり） 

 ○産学官連携交流会         （18:00～20:00） 

＜研究発表・展示の部＞（メインアリーナ） 

 ○環境学術研究振興事業成果提示  （10:00～16:00） 

 ○企業展示会・研究発表          〃 

 ○因幡・秋の手づくりまつり 

  （鳥取ものづくり道場主催）    （10:00～15:00） 

 ○ﾌﾟﾚｾﾞﾝｺｰﾅｰ（高校生）       （12:00～13:00） 

 ○ﾌﾟﾚｾﾞﾝｺｰﾅｰ（企業）         （13:00～14:00） 

 ○展示コンテスト表彰式        （15:00～16:00） 

＜同時開催＞（メインアリーナ） 

 ○こどもサイエンス講座       （11:00～12:00） 

                   （14:00～15:00） 

＜  〃  ＞（メインアリーナ・玄関前広場） 

 ○ご当地グルメコーナー       （10:00～16:00） 

 

○鳥取ものづくり道場指導者養成講座 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆実地演習について（東部地区） 

 「因幡・夏の手づくり教室」 【日時】平成 25年 7月 28日（日） 

               【場所】鳥取市文化センター他 

 

 

 

月 日 講 座 会 場 

7月 13日(土) 

基礎・指導法講座《必修》 

鳥取市こども科学館 

ものづくりイベントの企画と安全な

運営《修了生対象》 

紙玉てっぽうと凧づくり《選択》 

7月 14日(日) 

汽車（汽てき笛）をつくろう《選択》 

魚からつくるちくわ（薩摩揚げ）と工

場見学《選択》 
とうふちくわの里 

行動憲章  

私たちは、地域社会から期待される存在となります。  

私たちは、「利益相反」を克服した産官学連携を推進します。  

私たちは、連携の実を上げるべく、学外者に対し敬意を持って接します。  

私たちは、専門領域の異なる人材の幅広い協調を計ります。  

私たちは、産官学各界が互いに情報を共有するよう努めます。  

発行日：平成 25年 7月 1日＜第 31号＞ 

連絡先：鳥取大学産学・地域連携推進機構 （〒680-8550鳥取市湖山町 4-101） ホームページ： http://www.cjrd.tottori-u.ac.jp/ 

TEL：０８５７－３１－５６０９   FAX：０８５７－３１－５５７１  E-MAIL： ken-somu@adm.tottori-u.ac.jp 
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